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研究目的の概要 

近年、日本では、様々な分野のアートを活用したイベントが盛んに開催されている。

こうしたイベントは、地域経済に貢献する観光資源としても注目され、多くの都市や地

域で“祝祭化（Festivalization）”の期待が高まっているが、各地で多数開催される

ことにより、結果として同類の作品やパフォーマンスに集約され、イベントの非日常性

が希薄化する傾向が見受けられるのも事実である。今後は開催する地域に立脚した独自

性を含め、イベント自体の明確な差別化が求められると考えられる。学術がこうした実

社会で進行する問題に対して、どのように貢献することができるのか。現在のアート・

イベントは、外部から最新のアートを持ちこみ、地域の環境と対比する手法が主流と

なっているが、他の地域との差別化を図るには、場の記憶、地域の歴史の再評価が必要

である。地域住民を含めたイベントの参加者に、学術的な視点で評価、整備された場の

記憶、地域の歴史を提示し、観光行動を起動させることが、外部からの革新性ととも

に、アート・イベントを継続させ、さらに活性化させる要素として必要であると考えら

れる。 



 以上のような背景から本研究では、地域で公有化されずに継承されてきた歴史、芸

術文化を発掘、再評価することを提案する。研究対象の一つとして100年以上の歴史を

有する日本の宿泊施設、いわゆる老舗旅館やホテルが考えられるが、本研究は、老舗旅

館やホテルの公有化されずに継承してきた歴史的、芸術文化的資料（以下、文化財）

を、学術的に再評価して芸術文化及び観光資源化し、資源を流通させることにより、観

光業者との協働、博物館やマスメディアとの協調を探究しつつ、継承してきた文化財を

ターゲットとする観光行動の創成をめざした実証研究である。また、本研究はアート・

マネジメントの視点に立ち、資源化プロセスと流通マネジメントを示すことによって、

業態の拡大に主眼をおいてきた観光事業の観念や枠にとらわれない、学術の立場からの

観光行動の拡充深化を目指すものである。 

 

研究計画の概要 

本研究では、研究対象として、経済・行政・政治などの面で歴史的に地域に貢献して

きた民間事業者の、公有化されずに伝承されてきた文化財を取り上げる。その代表的な

例として、日本の歴史的な宿泊施設いわゆる老舗旅館、ホテルを中心に事例を収集し、

芸術文化資源化の検討を行う。江戸や明治期から現代に続く旅館、ホテルは、地域の歴

史と共にあり、旅行という観光行動には欠かせない、非日常を演出する芸術文化装置の

一つである。またこれら施設は、地域の歴史資料だけでなく、投宿した文化人、政財界

の重鎮など様々な文人墨客との交流を通した芸術文化資源としてふさわしい文化財を多

数保有している。こうした文化財は公有化されずに受け継がれてきたが、地方経済の低

迷、多発し甚大化する自然災害とその対策など、施設は事業の継承、継続に、多くの問

題、困難を抱えており、デジタル化された所蔵目録などもない所蔵文化財は、散逸、消

失の危険性が高い。そこで本研究では、こうした文化財に、学術的な検討を加えて芸術

文化資源化し流通させることにより、地域の観光資源としてその関心と役割を再評価す

る。 

研究方法は、事例の収集、検討考察を行う理論的研究プログラムと、実際の資源化プ

ロセスと流通マネジメントを行う、資源化及び流通プログラムの2つのプログラムから

構成される。 

本研究は、地域の「祝祭化」への期待と、差別化の問題、地域力の創出という課題に

対して、地域で公有化されずに継承されてきた民間の文化財を、アート・マネジメント

と観光の視点から発掘、再評価することを提案し、学術観光の創成を目指すものであ

る。また本研究により、アート・マネジメントと観光学、文化資源学、文化財保存学な

ど、分野を横断した学術の連携が生まれ、芸術文化資源と観光の関係性について、一層

の理解の促進と研究の深化が期されるものである。 

 


